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(57)【要約】
【課題】　デュアル伝送ストリームを構成するノーマル
ストリームとターボストリームを相異なる圧縮方式によ
って圧縮することによって、圧縮性能及び画質を向上す
ること。
【解決手段】　デジタル放送送信機は、オーディオ信号
及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮してノーマ
ルデータストリームを構成する第１圧縮部と、オーディ
オ信号及びビデオ信号を第２圧縮方式によって圧縮して
付加データストリームを構成する第２圧縮部と、ノーマ
ルデータストリームと付加データストリームをマルチプ
レクシングして伝送ストリームを構成するＴＳ構成部と
を含む。
【選択図】　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ信号及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮してノーマルデータストリ
ームを構成する第１圧縮部と、
　オーディオ信号及びビデオ信号を第２圧縮方式によって圧縮して付加データストリーム
を構成する第２圧縮部と、
　前記ノーマルデータストリームと前記付加データストリームをマルチプレクシングして
伝送ストリームを構成するＴＳ構成部と、
　を含むことを特徴とするデジタル放送送信機。
【請求項２】
　前記第１圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項１に記載のデジタル放送送信機。
【請求項３】
　前記第２圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項１に記載のデジタル放送送信機。
【請求項４】
　第１圧縮方式及び第２圧縮方式は、互いに異なる圧縮方式であることを特徴とする請求
項１に記載のデジタル放送送信機。
【請求項５】
　前記ＴＳ構成部は、
　前記構成された付加データストリームをＲＳエンコーディングするＲＳエンコーダと、
　前記ＲＳエンコーディングされた付加データストリームにパリティ挿入領域を付加する
プレースホルダメーカと、
　前記パリティ挿入領域が付加された付加データストリームをインターリービングするイ
ンターリーバと、
　前記インターリービングされた付加データストリーム及び前記構成されたノーマルスト
リームをマルチプレクシングするＴＳ　ＭＵＸと、
　を含むことを特徴とする請求項１に記載のデジタル放送送信機。
【請求項６】
　オーディオ信号及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮してノーマルデータストリ
ームを構成するステップと、
　オーディオ信号及びビデオ信号を第２圧縮方式によって圧縮して付加データストリーム
を構成するステップと、
　前記ノーマルデータストリームと前記付加データストリームをマルチプレクシングして
伝送ストリームを構成するステップと、
　を含むことを特徴とするデジタル放送送信機のストリーム処理方法。
【請求項７】
　前記第１圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項６に記載のデジタル放送送信機のストリーム処理方法。
【請求項８】
　前記第２圧縮方式は、ＭＰＥＧ－２（Ｍｏｖｉｎｇ　Ｐｉｃｔｕｒｅ　Ｅｘｐｅｒｔｓ
　Ｇｒｏｕｐ－２）、Ｈ.２６４、及びＭＰＥＧ－４のうち少なくとも一つであることを
特徴とする請求項６に記載のデジタル放送送信機のストリーム処理方法。
【請求項９】
　前記伝送ストリームを構成するステップは、
　前記構成された付加データストリームをＲＳエンコーディングするステップと、
　前記ＲＳエンコーディングされた付加データストリームにパリティ挿入領域を付加する
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ステップと、
　前記パリティ挿入領域が付加された付加データストリームをインターリービングするス
テップと、
　前記インターリービングされた付加データストリーム及び前記構成されたノーマルスト
リームをマルチプレクシングするステップと、
　を含むことを特徴とする請求項６に記載のデジタル放送送信機のストリーム処理方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はデジタル放送送信装置及びそのターボストリーム処理方法並びにそれを含むデ
ジタル放送システムに係り、さらに詳しくは相異なる方式によって圧縮されたターボスト
リームとノーマルストリームを処理するデジタル放送送信装置及びそのターボストリーム
処理方法並びにそれを含むデジタル放送システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　デジタル放送規格は、大別してアメリカ方式のＡＴＳＣ(Advanced　Television　Syste
m　Committee)とヨーロッパ方式であるＤＶＢ－Ｈ(Digital　Video　Broadcasting-Handh
eld)に分かれる。
【０００３】
　このうち、アメリカタイプ伝送方式はNＴＳC周波数帯域を基本とし、送受信機具現の容
易性及び経済性の側面において長所を有する。このようなアメリカタイプ伝送方式は単一
搬送波振幅変調残留側波帯方式(VSB:Vestigial　Side　Band)であって、単一６ＭＨｚ帯
域幅で高品質のビデオ、オーディオ及び補助データを伝送することができる。
【０００４】
　アメリカタイプ伝送方式において映像信号はＭＰＥＧ－２(Moving　Picture　Experts
　Group-2)で圧縮され、音響及び音声信号はＡＣ－３(Digital　Audio　Compression)で
圧縮され、このような信号を載せて送る伝送技術としてＶＳＢ(Vestigial　Side　Band)
技術を使う。
【０００５】
　映像信号をＭＰＥＧ－２で圧縮し、音響及び音声信号をＡＣ－３で圧縮する理由は、映
像、音声及びデジタル補助データストリームのビット率を減縮させるためのことである。
【０００６】
　アメリカタイプ伝送方式において映像信号の圧縮に使われるＭＰＥＧ－２はチャネル帯
域幅や貯蔵媒体の容量などが制限されており、効率的な伝送構造が必要な場合のために開
発されたし、ＡＴＭ伝送構造と相互運用が可能なように設計された圧縮方式である。
【０００７】
　最近は、従来のノーマルストリームだけを使用していた方式からノーマルストリームに
コーディングが強化されたターボストリームを追加したデュアル伝送ストリームを適用す
る方式へ移り変わることとなった。
【０００８】
　この場合、従来の圧縮方式であるＭＰＥＧ－２によって圧縮されたターボストリームは
圧縮性能及び画質が相当に低下する現象を示す。これにより、送信システムが受ける負担
及び放送社の運営費用が増加する問題点がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は前述した従来の技術の問題点を解決するために案出されたもので、その目的は
デュアル伝送ストリームを構成するノーマルストリームとターボストリームを相異なる圧
縮方式によって圧縮することによって、圧縮性能及び画質を向上することができるデジタ
ル放送送信装置及びそのターボストリーム処理方法並びにそれを含むデジタル放送システ
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ムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前述した目的を達成するための本発明に係るデジタル放送送信装置は、所定のオーディ
オ信号及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮してノーマルストリーム(Normal　Str
eam)を形成する第１圧縮部と、所定のオーディオ信号及びビデオ信号を第２圧縮方式によ
って圧縮してターボストリーム(Turbo　Stream)を形成する第２圧縮部と、ノーマルスト
リームと前記圧縮されたターボストリームをマルチプレクシングしてデュアル伝送ストリ
ーム(Dual　Transport　Stream)を形成するＴＳ構成部、及びＴＳ構成部から伝送される
デュアル伝送ストリームをロバストに処理するＴＳ処理部とを含む。
【００１１】
　第１圧縮方式はＭＰＥＧ－２(Moving　Picture　Experts　Group-2)でありえ、第２圧
縮方式はＨ．２６４でありうる。
【００１２】
　ＴＳ構成部は、形成されたターボストリームをＲＳエンコーディングするＲＳエンコー
ダと、ＲＳエンコーディングされたターボストリームにパリティ挿入領域を付加するプレ
ースホルダメーカと、パリティ挿入領域が付加されたターボストリームをインターリービ
ングするインターリーバ及びインターリービングされたターボストリーム、及び形成され
たノーマルストリームをマルチプレクシングするＴＳ　ＭＵＸとを含める。
【００１３】
　一方、本発明の望ましい実施例によるデジタル放送送信装置のターボストリーム処理方
法は、所定のオーディオ信号及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮してノーマルス
トリームを形成する段階と、所定のオーディオ信号及びビデオ信号を第２圧縮方式によっ
て圧縮してターボストリームを形成する段階と、ノーマルストリームと前記圧縮されたタ
ーボストリームをマルチプレクシングしてデュアル伝送ストリームを形成する段階及び形
成されたデュアル伝送ストリームをロバストに処理する段階とを含む。
【００１４】
　第１圧縮方式はＭＰＥＧ－２でありえ、第２圧縮方式はＨ．２６４でありうる。
【００１５】
　デュアル伝送ストリームを形成する段階は、形成されたターボストリームをＲＳエンコ
ーディングする段階と、ＲＳエンコーディングされたターボストリームにパリティ挿入領
域を付加する段階と、パリティ挿入領域が付加されたターボストリームをインターリービ
ングする段階、及びインターリービングされたターボストリーム及び形成されたノーマル
ストリームをマルチプレクシングする段階とを含める。
【００１６】
　また、本発明の望ましい実施例によるデジタル放送システムは、第１圧縮方式によって
圧縮されたノーマルストリームと第２圧縮方式によって圧縮されたターボストリームをマ
ルチプレクシングしてデュアル伝送ストリームを形成し、デュアル伝送ストリームをロバ
ストな処理を行って出力する送信装置及び出力されたロバストな処理を行うデュアル伝送
ストリームを受信して、ノーマルストリーム及びターボストリームをそれぞれデコーディ
ング処理して復元する受信装置を含む。
【００１７】
　第１圧縮方式はＭＰＥＧ－２でありえ、第２圧縮方式はＨ．２６４でありうる。
【００１８】
　送信装置は所定のオーディオ信号及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮してノー
マルストリームを形成する第１圧縮部と、所定のオーディオ信号及びビデオ信号を第２圧
縮方式によって圧縮してターボストリームを形成する第２圧縮部と、ノーマルストリーム
とターボストリームをマルチプレクシングしてデュアル伝送ストリームを形成するＴＳ形
成部、及びＴＳ構成部から伝送されるデュアル伝送ストリームをロバストな処理を行うＴ
Ｓ処理部とを含める。
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【００１９】
　前記ＴＳ処理部は、前記デュアル伝送ストリームをランダム化するランダム化部と、前
記ランダム化部によってランダム化されたデュアル伝送ストリームをＲＳエンコーディン
グするＲＳエンコーダと、ＲＳエンコーダによってＲＳエンコーディングされたデュアル
伝送ストリームをインターリービングするデータインターリーバと、前記ロバストな処理
を実行したデュアル伝送ストリームをトレリスエンコーディングするトレリスエンコーダ
、及び前記トレリスエンコーディングされたデュアル伝送ストリームにセグメント同期信
号及びフィールド同期信号を付加してマルチプレクシングするマルチプレクサ(ＭＵＸ)と
を含める。
【００２０】
　前記ＴＳ処理部は、前記マルチプレクシングされたデュアル伝送ストリームにパイロッ
ト信号を付加するパイロット挿入部と、前記パイロット信号が付加されたデュアル伝送ス
トリームにパルス成形(Pulse shaping)し、前記付加されたパイロット信号を有するデュ
アル伝送ストリームを中間周波数搬送波に載せて、振幅を変調するＶＳＢ変調を行う変調
部、及び前記変調部によってＶＳＢ変調されたデュアル伝送ストリームをＲＦ変換して増
幅し、所定の帯域に割り当てられたチャネルを介して伝送するＲＦ変換部とを含める。
【００２１】
　前記ＲＳエンコーダは、デュアル伝送ストリームを伝送する過程で発生するエラーを訂
正するために、デュアル伝送ストリームにパリティを追加する連接符号化器(Concatenate
d　coder)になりうる。
【００２２】
　前記データインターリービングは、データフレーム内でフレームの位置を変化させられ
る。
【００２３】
　前記ターボ処理部は、前記デュアル伝送ストリームを前記ノーマルストリームとターボ
ストリームとに分離し、前記ノーマルストリームは通過し、前記ターボストリームはター
ボコーディングした後、前記ノーマルストリーム及び前記ターボコーディングされたター
ボストリームをマルチプレクシングして出力しうる。
【００２４】
　前記トレリスエンコーダは、前記デュアル伝送ストリームをシンボルに変換し、所定レ
ートのトレリス符号化を通じてシンボルマッピングを行える。
【００２５】
　一方、本発明の一実施例に係るデジタル放送システムは、ＭＰＥＧ－２フォーマットの
ノーマルストリーム及びＨ．２６４フォーマットのターボストリームをマルチプレクシン
グし、前記デュアル伝送ストリームをロバストに処理し、前記ロバストな処理を実行した
デュアル伝送ストリームを出力する送信装置、及び前記ロバストな処理を実行したデュア
ル伝送ストリームを受信してデコーディングし、前記ノーマルストリーム及びターボスト
リームを復元する受信装置を含める。
【００２６】
　前記送信装置は、所定のオーディオ信号及びビデオ信号をＭＰＥＧ－２フォーマットに
よって圧縮してノーマルストリームを形成する第１圧縮部と、所定のオーディオ信号及び
ビデオ信号をＨ．２６４フォーマットによって圧縮してターボストリーム(Turbo Stream)
を形成する第２圧縮部と、前記ノーマルストリームと前記圧縮されたターボストリームを
マルチプレクシングしてデュアル伝送ストリームを形成するＴＳ構成部、及び前記ＴＳ構
成部から伝送される前記デュアル伝送ストリームをロバストに処理するＴＳ処理部とを含
める。
【発明の効果】
【００２７】
　以上述べたように、本発明はデュアル伝送ストリームを構成するノーマルストリームと
ターボストリームを相異なる圧縮方式によって圧縮することによって、圧縮性能及び画質
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を向上することができる。
【図面の簡単な説明】
【００２８】
【図１】本発明の望ましい実施例によるデジタル放送送信装置のブロック図である。
【図２】第１及び第２圧縮部とＴＳ構成部のブロック図である。
【図３Ａ】図２に示したＴＳ構成部で構成されるパケットを例示した図である。
【図３Ｂ】図２に示したＴＳ構成部で構成されるパケットを例示した図である。
【図３Ｃ】図２に示したＴＳ構成部で構成されるパケットを例示した図である。
【図３Ｄ】図２に示したＴＳ構成部で構成されるパケットを例示した図である。
【図４】本発明に係るデジタル放送送信装置のターボストリーム処理方法を説明するため
のフローチャートである。
【図５】本発明の望ましい実施例によるデジタル放送受信装置のブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２９】
　以下、添付した図面に基づき本発明の一実施形態を詳述する。
【００３０】
　図１は本発明の望ましい実施例によるデジタル放送送信装置のブロック図である。図１
を参照するに、本発明の望ましい実施例によるデジタル放送送信装置１０００はＴＳ構成
部１００、及びＴＳ処理部２００を含む。
【００３１】
　ＴＳ構成部１００はターボストリーム及びノーマルストリームをマルチプレクシングし
てデュアル伝送ストリームを形成する。ＴＳ構成部１００については後述する図２におい
てさらに詳述する。
【００３２】
　ＴＳ処理部２００はＴＳ構成部１００から伝送されるデュアル伝送ストリームをロバス
ト(Robust)に処理して受信装置に伝送する。ＴＳ処理部２００はランダム化部２０１、Ｒ
Ｓエンコーダ(Reed-Solomon　encoder)２０３、データインターリーバ２０５、ターボ処
理部２０７、トレリスエンコーダ２０９、ＭＵＸ２１１、パイロット挿入部２１３、変調
部２１５、及びＲＦ変換部２１７とを含む。
【００３３】
　ランダム化部２０１はデュアル伝送ストリームをランダム化する。ランダム化部２０１
によってデュアル伝送ストリームをランダム化する動作は割り当てられたチャネル空間の
活用度を高めるためである。
【００３４】
　ＲＳエンコーダ２０３はランダム化部２０１によってランダム化されたデュアル伝送ス
トリームをＲＳエンコーディングする。ＲＳエンコーダ２０３は伝送過程におけるチャネ
ル特性によって発生しうるエラーを訂正するために伝送ストリームにパリティを追加する
連接符号化器の形態でありうる。
【００３５】
　データインターリーバ２０５はＲＳエンコーダ２０３によってＲＳエンコーディングさ
れたデュアル伝送ストリームをインターリービング(interleaving)する。ここで、データ
インターリービングはデータを変更することではなく、データのフレーム内でそれらの位
置を変化させることを指す。
【００３６】
　本実施例において、データインターリーバ２０５はＲＳエンコーダ２０３とターボ処理
部２０７との間に位置することと例示しているが、必ずこれに限定されるものではない。
例えば、データインターリーバ２０５はターボ処理部２０７及びトレリスエンコーダ２０
９との間に位置しうる。
【００３７】
　ターボ処理部２０７はデータインターリーバ２０５によってインターリービングされた
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デュアル伝送ストリームをロバストに処理する。さらに具体的には、ターボ処理部２０７
はデュアル伝送ストリームをノーマルストリームとターボストリームとに分離した後、ノ
ーマルストリームはそのまま通過させ、ターボストリームのみをターボコーディングした
後、ノーマルストリームとターボコーディングされたターボストリームをマルチプレクシ
ングして出力する。
【００３８】
　トレリスエンコーダ２０９はターボ処理部２０７でロバストな処理を行ったデュアル伝
送ストリームをトレリスエンコーディングする。トレリスエンコーダ２０９はデュアル伝
送ストリームをシンボルに変換し、所定レートのトレリス符号化を通じてシンボルマッピ
ングを行う。
【００３９】
　ＭＵＸ２１１はトレリスエンコーダ２０９によってトレリスエンコーディングされたデ
ュアル伝送ストリームにセグメント同期信号(Segment　sync)及びフィールド同期信号(Fi
eld　sync)を付加してマルチプレクシングする。
【００４０】
　パイロット挿入部２１３はＭＵＸ２１１によってフィールド同期信号及びセグメント同
期信号が付加されたデュアル伝送ストリームにパイロット信号を付加する。ここで、パイ
ロット信号は変調直前に若干のＤＣ変移が８-ＶＳＢ基底帯域に印加され、若干の残留搬
送波が変調されたスペクトルのゼロの周波数ポイントに現れるもので、伝送信号と無関係
に受信装置のＲＦ　ＰＬＬ回路に同期させる役割を果たす信号である。
【００４１】
　変調部２１５はパイロット挿入部２１３によってパイロット信号が付加された伝送スト
リームをパルス成形(Pulse　shaping)し、中間周波数搬送波に載せて振幅を変調するＶＳ
Ｂ変調を行う。
【００４２】
　ＲＦ変換部２１７は変調部２１５によってＶＳＢ変調された伝送ストリームをＲＦ変換
して増幅し、所定の帯域に割り当てられたチャネルを介して伝送する。
【００４３】
　図２は第１及び第２圧縮部とＴＳ構成部のブロック図である。図２を参照して、本発明
に係るＴＳ構成部１００の前段には第１圧縮部１０及び第２圧縮部２０が構成され、ＴＳ
構成部１００はＲＳエンコーダ１２０、プレースホルダメーカ１３０、インターリーバ１
４０、及びＴＳ　ＭＵＸ１５０を含む。
【００４４】
　第１圧縮部１０は所定のオーディオ信号及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮し
てノーマルストリームを形成し、第１圧縮部１０によって圧縮され形成されたノーマルス
トリームはＴＳ構成部１００に入力される。ここで、第１圧縮方式はＭＰＥＧ－２である
ことが望ましい。
【００４５】
　第２圧縮部２０は所定のオーディオ信号及びビデオ信号を第２圧縮方式によって圧縮し
てターボストリームを形成し、第２圧縮部２０によって圧縮され形成されたターボストリ
ームはＴＳ構成部１００に入力される。ここで、第２圧縮方式はH.２６４フォーマットで
あることが望ましい。
【００４６】
　Ｈ.２６４方式はアドバンスドビデオコーディング(Advanced　Video　Coding)とも知ら
れており、視覚情報の符号化された表現のための標準案であって、効率性と信頼性を強調
する。また、Ｈ．２６４方式はＭＰＥＧ-２方式対比約２倍(約５０％)、ＭＰＥＧ-４方式
対比１．５倍(約３５％)の圧縮効率を示す。放送のような実時間圧縮時にはその性能差が
やや減るものの、ＭＰＥＧ－２方式と比較すれば３０～４０％のさらに良好な効率を示す
。
【００４７】
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　例えば、ＳＤ級画質具現のため、ＭＰＥＧ－２方式では４Mbps(１秒当たり４００万ビ
ット)のビット率(デジタル信号の伝送速度)で伝送すべきであるが、H.２６４方式ではそ
の半分である２Mbpsで十分である。また、ＨＤ級の画質具現にはＭＰＥＧ－２方式では９
Mbpsで送るべきであるが、H.２６４方式では５Mbpsなら十分である。
【００４８】
　圧縮効率が良好であるということは、圧縮率を高めても画質低下が少ないという意味で
ある。圧縮率を高めると容量はそれほど少なくなるので、圧縮性能が良好であれば少ない
容量のデジタル信号を伝送しても良好な解像度を具現することができる。
【００４９】
　また、少ない容量をもっても良好な解像度を具現できるということは伝送路に該当する
周波数を少なく使用するという意味になる。限定された周波数資源においてH．２６４方
式は同じ周波数帯域で少ない容量を伝送しても良いので、周波数に余裕がある。これによ
り、Ｈ．２６４方式を使う場合、さらに多くのチャネルサービスが可能である。
【００５０】
　ＲＳエンコーダ１２０は第２圧縮部２０によってＨ.２６４方式で圧縮されたターボス
トリームにパリティを付加してエンコーディングする。
【００５１】
　プレースホルダメーカ１３０はＲＳエンコーダ１２０によってパリティが付加されたタ
ーボストリームにＴＳ処理部２００のターボ処理部２０７で付加されるパリティを挿入す
るための領域を生成する。例えば、ターボストリームの構成単位である８ビットの１バイ
トを４ビットの１バイトで構成して２バイトを生成しうる。
【００５２】
　インターリーバ１４０はパリティを挿入するための領域が生成されたターボストリーム
をインターリービングする。インターリーバ１４０は必要時省略することができ、別のも
のに置き換えられるが、ＴＳ構成部１００にＲＳエンコーダ１２０が含まれている場合、
インターリーバ１４０も含むことが望ましい。
【００５３】
　ＴＳ　ＭＵＸ１５０はＴＳ構成部１００に入力されたノーマルストリームとインターリ
ーバ１４０でインターリービングされたターボストリームをマルチプレクシングしてデュ
アル伝送ストリームを形成し、形成されたデュアル伝送ストリームを出力する。
【００５４】
　図３Ａないし図３Ｄは図２に示したＴＳ構成部で構成されるパケットを例示した図であ
る。
【００５５】
　一般に、デジタル放送に適用されるパケットは１バイトの同期信号(Sync)、３バイトの
ヘッダ、及び１８４バイトのペイロードで構成され、パケットのヘッダはパケット識別子
(PID:　Packet　Identifier)を含む。ここで、ペイロード部分に含まれるデータの種類に
応じてノーマルストリーム、及びターボストリームとに区分される。
【００５６】
　図３ＡはＴＳ構成部１００に入力されるターボストリームの例を示したもので、ペイロ
ード部分にターボデータを含み、第２圧縮部２０によってＨ.２６４方式で圧縮されたタ
ーボストリームはＴＳ構成部１００でＲＳエンコーダ１２０、プレースホルダメーカ１３
０、及びインターリーバ１４０によって処理された後ＴＳ　ＭＵＸ１５０へ入力される。
【００５７】
　図３ＢはＴＳ構成部１００に入力されるノーマルストリームの例を示したもので、ペイ
ロード部分にノーマルデータを含むが、ターボストリームとの結合を考慮してターボデー
タが挿入される適応フィールドを含む。適応フィールドは２バイトのＡＦヘッダ及びＮバ
イトのヌルデータ（Null　data）空間を含む。
【００５８】
　図３Ａに示したターボストリームと図３Ｂに示したノーマルストリームはＴＳ　ＭＵＸ
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１５０でマルチプレクシングされ、図３Ｃに示したようなデュアル伝送ストリームで構成
される。
【００５９】
　図３Ｄはターボストリーム及びノーマルストリームの他の結合形態を示したもので、一
つのパケット全体がターボデータあるいはノーマルデータを含む形態であり、ＴＳ　ＭＵ
Ｘ１５０ではターボストリームとノーマルストリームを１:３の比率で配置する。ここで
はターボストリームとノーマルストリームを１:３の比率で配置した例を挙げたが、必ず
これに限定されるものではない。
【００６０】
　図３Ａ及び図３Ｄに示したデュアル伝送ストリームは従来のＭＰＥＧ－２方式によって
圧縮されたデュアル伝送ストリームとその形態は類似しているが、ターボストリームがＨ
.２６４方式によって圧縮されることによって、ノーマルストリームに比べて優れた効率
を示す。
【００６１】
　図４は本発明に係るデジタル放送送信装置のターボストリーム処理方法を説明するため
のフローチャートである。
【００６２】
　ここでは、図１ないし図４を参照して本発明に係るデジタル放送送信装置のターボスト
リーム処理方法を説明する。
【００６３】
　第１圧縮部１０はオーディオ信号及びビデオ信号を第１圧縮方式によって圧縮してノー
マルストリームを形成し(Ｓ３００)、第２圧縮部２０はオーディオ信号及びビデオ信号を
第２圧縮方式によって圧縮してターボストリームを形成する(Ｓ３１０)。
【００６４】
　第２圧縮部２０で第２圧縮方式によって圧縮されたターボストリームはＲＳエンコーダ
１２０によってパリティが付加されるＲＳエンコーディングされ(Ｓ３２０)、プレースホ
ルダメーカ１３０においてＴＳ処理部２００でパリティが付加される領域が生成される(
Ｓ３３０)。
【００６５】
　パリティが付加される領域が生成されたターボストリームはインターリーバ１４０によ
ってインターリービングされ、ＴＳ　ＭＵＸ１５０へ入力される。ＴＳ　ＭＵＸ１５０は
ノーマルストリームとターボストリームをマルチプレクシングしてデュアル伝送ストリー
ムを形成する(Ｓ３４０)。
【００６６】
　その後、デュアル伝送ストリームはＴＳ処理部２００へ入力され、ランダム化、ＲＳエ
ンコーディング、インターリービング、ターボコーディング、トレリスエンコーディング
、マルチプレクシング、パイロット挿入、ＶＳＢ変調、及びＲＦ変換過程を経た後、チャ
ネルを介して送信される。
【００６７】
　図５は本発明の望ましい実施例によるデジタル放送受信装置のブロック図である。図５
を参照するに、本発明の望ましい実施例によるデジタル放送受信装置２０００は、復調部
４１０、等化部４２０、第１処理部４３０、第２処理部４４０を含む。
【００６８】
　復調部４１０はデジタル放送送信装置１０００から受信されたデュアル伝送ストリーム
の基底帯域の信号に付加された同期信号に応じて同期を検出し、デュアル伝送ストリーム
の復調を行う。
【００６９】
　等化部４２０は復調されたデュアル伝送ストリームを等化して、チャネルのマルチパス
によるチャネル歪みを補償する。等化部４２０によって等化されたデュアル伝送ストリー
ムは第１処理部４３０及び第２処理部４４０に提供される。
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【００７０】
　第１処理部４３０はデュアル伝送ストリームのうちノーマルストリームを処理してノー
マルストリームデータを復元する。第１処理部４３０はビタビデコーダ４３１、第１デイ
ンターリーバ４３２、ＲＳデコーダ４３３、及び第１逆ランダム化部４３４を含む。
【００７１】
　ビタビデコーダ４３１は等化されたデュアル伝送ストリームのノーマルストリームに対
してエラー訂正を行い、エラー訂正されたシンボルに対して復号を行って、デコーディン
グされたノーマルストリームパケットを出力する。
【００７２】
　第１デインターリーバ４３２は復号されたパケットをデインターリービングして分散さ
れたパケットを再整列する。

　ＲＳデコーダ４３３はデインターリービングされたノーマルストリームパケットをリー
ドソロモンデコーディングしてエラーを訂正する。
【００７３】
　第１逆ランダム化部４３４はリードソロモンデコーディングされたノーマルストリーム
パケットを逆ランダム化(derandomize)して、ノーマルストリームデータを復元する。
【００７４】
　一方、第２処理部４４０はデュアル伝送ストリームのうちターボストリームを処理して
ターボストリームデータを復元する。図３によれば、第２処理部４４０はターボデコーダ
４４１と、第２デインターリーバ４４２と、パリティ除去部４４３と、第２逆ランダム化
部４４４と、ターボＤＥＭＵＸ４４５と、イレイジャーデコーダ４４６とを含む。

　ターボデコーダ４４１は等化されたデュアル伝送ストリームのうちターボストリームに
対してのみターボデコーディングを行う。ターボデコーダ４４１はターボデコーディング
が完了されれば、ターボストリームを再びデュアル伝送ストリームに挿入してデュアル伝
送ストリームを再構成する。
【００７５】
　第２デインターリーバ４４２は再構成されたデュアル伝送ストリームをデインターリー
ビングしてパケットを再整列する。
【００７６】
　パリティ除去部４４３はデインターリービングされたデュアル伝送ストリームに存在す
るパリティを除去する。
【００７７】
　第２逆ランダム化部４４４はパリティが除去されたデュアル伝送ストリームを逆ランダ
ム化する。
【００７８】
　ターボＤＥＭＵＸ(Turbo　DE-MUX)４５０は逆ランダム化されたデュアル伝送ストリー
ムをデマルチプレクシングしてターボストリームデータを復元する。
【００７９】
　イレイジャーデコーダ４４６は復元されたターボストリームデータに対してイレイジャ
ーデコーディングを行う。
【００８０】
　送信装置１０００では雑音除去のためのイレイジャーエンコーディングを行った後、タ
ーボストリームをノーマルストリームに挿入する形態にデュアル伝送ストリームを生成す
る。これにより、受信装置２０００のイレイジャーデコーダ４４６は送信装置１０００の
イレイジャーエンコーディングされたターボストリームに対して、イレイジャーデコーデ
ィングを行うことによって、ターボストリームの雑音を除去して受信性能をアップするこ
とができる。
【００８１】
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　図５では望ましい実施例によるデジタル放送受信装置２０００を例示したもので、受信
装置２０００の構造は本実施例に限定されない。例えば、第２処理部４４０はターボデコ
ーダ４４１のみを含み、第１処理部４３０でノーマルストリームとターボストリームをそ
れぞれ処理するように構成することもできる。
【００８２】
　以上では本発明の望ましい実施例について示しかつ説明したが、本発明は前述した特定
の実施例に限らず、請求の範囲で請求する本発明の要旨を逸脱しない範囲で当該発明の属
する技術分野における通常の知識を有する者にとって多様な変形実施が可能であることは
勿論、このような変形実施は本発明の技術的思想や展望から個別的に理解されてはいけな
い。
【符号の説明】
【００８３】
１０　　第１圧縮部
２０　　第２圧縮部
１００　ＴＳ構成部
１１０　Ｈ.２６４圧縮部
１２０　ＲＳエンコーダ
１３０　プレースホルダメーカ
１４０　インターリーバ
１５０　ＴＳ　ＭＵＸ
２００　ＴＳ処理部
２０１　ランダム化部
２０３　ＲＳエンコーダ(Reed-Solomon　encoder)
２０５　データインターリーバ
２０７　ターボ処理部
２０９　トレリスエンコーダ
２１１　ＭＵＸ
２１３　パイロット挿入部
２１５　変調部
２１７　ＲＦ変換部
４１０　復調部
４２０　等化部
４３０　第１処理部
４３１　ビタビデコーダ
４３２　第１デインターリーバ
４３３　ＲＳデコーダ
４３４　第１逆ランダム化部
４４０　第２処理部
４４１　ターボデコーダ
４４２　第２デインターリーバ
４４３　パリティ除去部
４４４　第２逆ランダム化部
４４５　ターボＤＥＭＵＸ
４４６　イレイジャーデコーダ
１０００　デジタル放送送信装置
２０００　デジタル放送受信装置
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